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前では有意に上昇していた（P = 0.004）。化学療法投与直前と 2コース化学療法前のCEP
の比率は、腫瘍縮小率とは有意な相関関係は認めなかったものの、化学療法が奏効した
16例においては、非奏効例と比較して有意に上昇していた（P = 0.0130）。ROC曲線を用
いて、化学療法投与直前と 2 コース化学療法前の CEP の比率 168.7%をカットオフとして
高率変化群と、低率変化群に分けた場合、高率変化群において有意に化学療法に対する奏













療効果との相関についての検討を行った。CEP の測定には、FACS 法を用い、CD45 陰性、CD31、
CD34、CD133陽性細胞を血管内皮前駆細胞と定義した。 
その結果、化学療法が奏効した 16 例において、非奏効例と比較して、化学療法投与前後の CEP
数が有意に上昇していた ( P = 0.0130 ）。CEPの化学療法後高率変化群において有意に化学療法





  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成２８年２月２３日実施の論文内容とそれに関連した試問を受
け、合格と認められたものである。 
 
